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研究課題名 放射光粉末構造解析による光励起状態の構造決定

研究の概要等 本研究の目的は 「光照射によって実現される過渡的構造を放射光粉末構造解析、

によって決定する」ことである。光励起の直後には、通常では考えられない奇妙な

「過渡的構造」が実現すると期待される 「過渡的構造」は、これまで測定手段が。

ほとんどなく、物性研究の中でも未知の領域であった。しかしながら、高輝度放射

光施設の建設により、こういった領域の研究が可能となってきた。我々は、研究領

域この研究領域が２１世紀に花開くと信じている。ここ数年来、世界の主な放射光

施設で「過渡的構造」の研究が盛んになりつつある。日本の誇る放射光施設である

でも、世界と肩を並べるべく５年間の集中的な研究を開始したい。SPring-8

時間分解 線回折を行なうためには、１） 線セレクターで 線を切り出す方法X X X

と２） 線検出器に時間応答性を持たせる方法がある には、 線セX Spring-,BL40XU X

レクターが常備され数ﾅﾉ秒程度の（白色） 線を で取り出すことが可能であX 1kHz

る。そこで、この 線で回折実験を行うための粉末回折系の作製を行う。それと同X

、 、 。時に 時間分解型 線検出器の導入を行ない 構造ダイナミクスの研究を開始するX
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（ ）研究期間 平成１５年度～ １９年度 ５年間

研究経費 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 合計

（１６年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円

29,900 18,500 21,100 9,200 9,200 87,900降は内約額）
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